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§毎年恒例の練稲ゴルフ部会総会兼忘年会開催§ 

 
昨 12 月 10 日、同日開催の 12 月度月例コンペの表彰式を兼ねて“総会＆忘年会パーティー”を

区内桜台の中国料理レストラン「茶平」で開催。32 名が参加し、ゴルフ談義で大いに盛り上がり

ました。席上、3 名の新入会員の方が紹介され一人ずつ抱負などを語っていただき、最後に会員

の健康と会の発展を祈念して一本締めで散会しました。 

◆第 3 回グランドチャンピオンに中島晴喜氏（Ｓ３３・商） 

昨 9 月 25 日、平成倶楽部鉢形城コースで 9 月度の月例会と同時に

過去 2 年間の月例優勝者によるグランドチャンピオン大会が開催さ

れ、中島晴喜氏が見事 1 位となり栄えあるグランドチャンピオンを

獲得しました。 

中島晴喜氏の優勝メッセージ 

「アウトスタートの前半はまあまあの 42 ストロークでしたがラン

チタイム時に牟田龍一郎氏が 37 ストロークとの情報が入り、半ば諦

めていたところ後半スコアが久し振りに 39 ストロークで終了する

ことが出来ました。最終的にはハンディ差での優勝となりました。

年齢的に 80 歳を迎える現在思わぬ結果に戸惑っている次第です。今後は健康に留意して出来たら

エイジシュートを狙ってみたいと思う今日この頃です」 

 

1 月 16 日に開催された幹事会で、中島部長から新しい運営体制についての提案があり、参加 

幹事全員の賛同で承認されました。これにより、今後は戸津川新部長の下、新しい体制で運営 

が進められることになります。新体制の詳細については 4 ページをご覧ください。 

(2014 年 12 月 10 日 於：「茶平」） 

★新年度から新体制になります★ 
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◆9 月度(第 149 回)月例コンペ 

9 月２5 日 ( 木 ) ／くもり 24℃  

平成倶楽部鉢形城コース 

優勝 徳田 浩平 氏 ( S42・商) 

９月度月例コンペ優勝記 

小雨上がりの１０番を、高崎、栗原、長野夫人の皆さんと和気あい

あいとスタートする。同コースは２度目で、前年９月に栗原、西山、

剣持の各氏と遊ぶ。好スコアーの予感はありました。１２番の池越え

ショートで１打目をガードバンカー手前の深いラフに、２打目はグリ

ーンカラー。１０ｍ強の上りをパターでの強打は、スライスラインに

のりカップインのパー。結果、前半４２、後半４５、ネット６２.２の

サプライズスコアーでした。 

勝因は①良き同伴者に恵まれた②９月２日に我が家６６年ぶりの男

子誕生（外孫）③９月は私の古希の誕生月④そしてなんといっても、

２４.８のＨＣを頂いたこと。入部以来３位に一度だけの入賞に、心優しき幹事団がプレゼントの

ＨＣを考えてくれたのでしょう。ちなみに、孫（優真）パワーは４月の熱海麻雀大会でも西山氏

に僅差での優勝でした。昨年は私にとって、最良の年でした。今年（羊）が皆様にとって、一層

良い年になりますようにお祈りいたします。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

◆10 月度(第 150 回)月例コンペ 

10 月 17 日(金) ／快晴 22℃ 

高坂カントリークラブ（米山/岩殿） 

優勝 蔵本 武紀 氏 ( S38・商) 

10 月度月例会に優勝して 

150 回記念大会の表彰式、懇親会、校歌斉唱の興奮も覚めやらぬ中、

練稲月例コンペの表彰式が行われた。いつものようにチャリティを集

計中に、優勝は“蔵本”の声、更に時間がないからスピーチは簡単に

との命。用意する間もなく、どさくさに紛れて優勝させて頂きました、

と愚にもつかない挨拶でお茶を濁しましたが、後になって大事なこと

を二つ云い忘れたことを反省。一つは練稲の荻野会長がスコア的には

優勝であったが、久し振りということで辞退されたことへのお礼、二

つ目はパートナーへの感謝です。 

お一人は久し振りに参加された温厚な人柄と年季を感じさせるショ

ットの市井先輩、更に一年半前に優勝した時もご一緒した土屋さんと中島夫人。その時はお二人

をアゼリアの花を凌ぐ“名花”と云いましたが、今回の再現では勝利の女神“ウィクトリア”と

称したいと思います。前回が偶然、今回が必然となり次回ご一緒する時は当然の優勝となるよう

願っております。 

  

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 徳田 浩平 62.2 (87－24.8) 

２  位 中島 晴喜 66.6 (81－14.4) 

３  位 横山 正雄 66.6 (93－26.4) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 牟田龍一郎 79 ( 37＋42 ) 

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 蔵本 武紀 74.6 (97－22.4) 

２  位 山口 豊隆 75.6 (90－14.4) 

３  位 越智慎二郎 75.6 (86－10.4) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 越智慎二郎 86 ( 41＋45) 

★ ね り と う Ｇ Ｏ Ｌ Ｆ は 生 涯 ス ポ ー ツ ★ 
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◆11 月度(第 151 回)月例コンペ  

11 月 18 日( 火 ) ／快晴 15℃  

入間カントリー倶楽部 

優勝 大森 連司 氏（S37・政経） 

 

昨年 11 月入間カントリーに於ける定例コンペで計らずも優勝させ

て頂きました。当日は晴れ無風、武蔵野の丘陵がゆったりと秋色濃く

横たわって気持ちの良いゴルフ日和でした。メンバーは衒いのない石

渡先輩、知り尽くしたホームコースで切れの良いショットを披露され

る大堀さん、飛ばし屋の横山さんといずれも超ベテランに囲まれて和

気藹々の中にも大変勉強させられる一日でした。 

結果、アウト 50、イン 49 の計 99。ネットで 70.2 と私としては想定

外の優勝となり、中島部会長よりご褒美に名酒“百年の孤独”を頂き

ました。早速家に帰って家内と乾杯しました。琥珀色のまろやかな風

味と舌触りは格別のもので、家内に、また優勝してくださいと言われました。 

さて、平成元年第一回コンペに参加して以来、長い練稲ゴルフ会の中で三回目の優勝となりま

した。健康であれば又チャンスがあるかもしれません！今後も会員の皆様と賑々しく爽やかなプ

レーをご一緒できれば幸せです。     

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

◆12 月度(第 152 回)月例コンペ 

12 月 10 日（水）／くもり時々はれ 8℃   

高根カントリー倶楽部 

優勝 吉田 幸治 氏 ( S35・商)  

優勝は三恵にあり 

ゴルフ技術の未熟な私が今回優勝できたのは、三つの幸運に恵まれ

たお蔭です。 

一つ目は良きパートナーに恵まれたこと。本コースのメンバーであ

る石渡先輩、安定したドライバーショットが持ち味の長野先輩、ゴル

フ技術とパワーではピカ一の越智さんの三人とのラウンドはプレー環

境抜群でした。二つ目はキャディさんに恵まれたこと。私のショット

はボールがどっちに飛んでいくのか全く不安定な上に視力低下もあっ

てボールの行方を追い切れず、キャディさんがいないとロストボール

になりかねないのが現状で、大変助かりました。 

三つ目にして最大の恩恵は、ハンディでした。今回の優勝の原動力は、結局ハイハンディでし

た。ゴルフコンペの面白さは、このハンディがどう影響するかにかかっていて、力量不足の私に

も優勝するチャンスが与えられている点でしょう。今後は三恵に頼らないゴルフを目指して精進

していきたいと思っております。 

  

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 大森 連司 70.2 (99－28.8) 

２  位 宇根 等 72.2 (89－16.8) 

３  位 大堀 博之 72.6 (83－10.4) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 大堀 博之 83 ( 45＋38 ) 

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 吉田 幸治 73.6(104―30.4) 

２  位 越智慎二郎 73.7(83－9.3) 

３  位 石渡 明雄 74.4(100－25.6) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 越智慎二郎 83 ( 44＋39) 

★ ね り と う Ｇ ｏ ｌ ｆ は 健 康 第 一 ★ 
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◆ 新体制について 
ゴルフ部会創設以来 20 年にわたって部長として貢献された中島氏から、「月例会１５０回記念

大会をもって退任したい」とのご意向があり、昨年末から常任幹事会で検討をしてまいりました。

常任幹事会としてはできれば中島氏に部長継続をお願いしたいとの思いも強くありましたが、中

島氏の健康上の理由から戸津川氏を新部長とする体制で新たなスタートをすることになりました。

部長が代わるのは創部以来初めてですが、今後とも円滑な運営に努めてまいりますので、会員各

位のご理解と一層のご協力をお願いいたします。 

新体制は下記の通りです。 

 部   長    戸津川嶐久 （S39 政経） 

 副 部 長   栗原  英明 （S40 商）   渉外委員長（本部役員、広報担当） 

 幹 事 長   高崎  龍介 （S39 商）   ハンディキャップ委員長 

 常任幹事   大堀  博之  （S39 商）    競技委員長 

常任幹事   蔵本  武紀  （S38 商）    競技副委員長 

 常任幹事   飯島  孝   （S42 法）    事務局長（会計担当） 

 常任幹事   宇根  等   （S46 政経）  広報委員長 

 幹  事   塩田  順康  （S40 商）   競技担当 

 幹  事   牛山  彰紀  （S44 教育）  会計監査 

 幹  事   越智慎二郎  （S49 政経）  広報・渉外担当 

 幹事（新任） 青山  和雄  （S42 商）    ハンディキャップ担当 

 幹事（新任） 山口  豊隆  （S44 商）   会計補佐 

 顧  問   中島晴喜(S33 商) 吉田幸治(S35 商) 野田 明(S37 政経）西山隆司(S42 商） 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

ゴルフ部長就任にあたって  戸津川嶐久 

この度、中島前部長の健康上の理由により急遽常任幹事会の互選によりゴル

フ部長を引き受けることになりました。 
中島部長の 20 年に亘る練馬稲門会並びにゴルフ部発展のための強い信念と

熱意に対し心から敬意を表したいと思います。今後ゴルフ部を益々発展させる

ためには若い力が必要ですので若い人に引き継ぐための体制整備、システム作

りのため、微力ではありますが繋ぎの役割を果たしたいと考えております。 

ゴルフ部の目的の第一は部員相互の親睦を図ることにありますので“明るく、

楽しく、健康のため”をモットーに幹事の皆様と協力し部会運営を行い部員の皆様に満足してい

ただけるよう努力致します。尚、運営上不備な点又は要望等がありましたら直接又は幹事を通じ

て申し出て頂ければできる限り対応したいと思いますので、今後ともよろしくご協力の程お願い

致します。 
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ゴルフ部長退任のご挨拶  中島 晴喜 

今般、別掲の通りゴルフ部幹事会に於いて新役員人事が審議された結果、ゴルフ部会長を辞任

することに致しました。内規の 80 歳定年制に基づく決定でもあります。過去約 20 年間に亘り練

馬稲門会副会長兼ゴルフ部長として現在のゴルフ部会の活性化に努力して参りました。特に第

125 回並びに第 150 回の記念ゴルフ大会が盛会裡に開催できたことは何より強い印象に残ってお

ります。今後は新部会長、戸津川嶐久氏の下全員参加の運営によるゴルフ部会の更なる発展と活

性化を計られるよう祈念しつつ退任のご挨拶といたします。関係各位のご支援とご協力にも紙面

を借りて厚くお礼を申し上げます。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

◆第 6 回校友会ゴルフ大会に 8 名が参加 

第 6 回早稲田大学校友会ゴルフ大会が久邇カント

リークラブで 11 月 12 日に開催されました。各地域

の稲門会、年次稲門会など様々な校友チームが集い

総勢 192 名の参加という大コンペでした。練稲ゴル

フ部からも中島部長以下 8 名が参加し、個人戦では

越智氏が奮闘し 4 位に入賞しました。チーム対抗で

は振るわず残念ながらの結果でしたが、多くの校友

会の仲間とのラウンドとその後の懇親会を通じて楽

しい一日を過ごすことができました。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

 ////////////////// 新 入 会 員 の ご 紹 介 ////////////////// 
昨年は新たに 13 名の方にご入会いただきましたが、本誌でのご紹介にあたりアンケー

トをお願いしご回答いただきました。皆さんの積極的なご参加をお待ちしています。 

［アンケート質問］①ゴルフ歴 ②始めた動機  ③昨年のゴルフ回数  ④昨年の平均スコア   

⑤生涯ベストスコア ⑥得意クラブ  ⑦自分のゴルフを一言で言うと  ⑧現在の目標 

 

◆青木和弘氏（Ｓ52 理工(S54 修士)/東大泉）［①34 年 ②健康のため ③29 回 ④101 ⑤93 

⑥６番アイアン ⑦なかなか上達しないゴルフ ⑧90 を切ること］ 

◆菊地隆哉氏（S50 商/向山）［①本格的にするようになって 1 年 ②友人に誘われて ③6 回 

④110 ⑤105 ⑥なし ⑦楽しくストレスのないプレーを目指す ⑧100 を切ること］ 

◆小泉稔氏（Ｈ14 商/田柄）［①1 年 ②同級生からの誘いと仕事にも役立つと思ったため  

③2 回 ④約 130 ⑤124 ⑥特に無い ⑦素人 ⑧早く 100 くらいになりたい］ 

◆清水美知男氏（Ｈ26 人間科学/石神井町）［①39 年 ②職場の仲間たちに誘われて ③30 回  

④90 ⑤78 ⑥9 番アイアン ⑦パワーが無くなった ⑧楽しくやれれば良し］ 

◆田中進氏（S52 政経/北町）［①34 年  ②仕事 ③40 回 ④約 92 ⑤78 ⑥７番アイアン 

⑦あまり飛ばないけれど曲がらない ⑧早く稲門会ゴルフに出場すること］ 

◆中田駿二氏（S40 商/光が丘）［①45 年 ②仕事の付き合い上 ③48 回 ④88 ⑤71 ⑥パット⑦

平常心 ⑧楽しく一日も長く］ 

◆西水流富男氏（Ｓ51 社会科学/大泉町）［①25 年 ②体力維持 ③８回 ④約 100 ⑤91 

⑥特にない ⑦自己流 ⑧コンスタントに 100 で回れるようになりたい］ 

◆野口宏幸氏（S52 法/光が丘）［①30 年 ②友達から声をかけられて ③39 回 ④約 100 ⑤85 ⑥

好きなクラブはロングアイアン ⑦ひっぱたくゴルフからおとなしめに変身中 ⑧85 切り］ 

（次ページに続く） 
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◆広瀬茂雄氏（S49 政経/貫井）［①35 年 ②勤務先の部会ゴルフ ③5 回 ④110 ⑤102 ⑥なし  

⑦ヘボでも楽しいゴルフ ⑧100 切り］ 

◆三神芳明氏（S40 政経/光が丘）［①40 年 ②仕事上の必要性から ③15 回 ④102 ⑤85 

 ⑥８番アイアン ⑦健康維持 ⑧楽しくプレーし、一ホールの大叩きを減らすこと］ 

◆本橋興彦氏（H８政経/石神井台）①8 年 ②同業の先輩に誘われたのと仕事で必要を感じたた

め ③3 回 ⑥７番アイアン ⑦根性だけで回っています ⑧恥ずかしくなく回れること］ 

（以上、50 音順。ご紹介はアンケートにご回答いただいた 11 名の方となっています） 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

〔 会計報告 〕 平成２6 年 7月 ～ 12 月 ( ６カ月間 )             単位：円 

収             入 支            出 

１．会 費 ( 4 回 )           704,000 

〔3,000 円×48 名、4,000 円×132 名、 

1,000 円×32 名] 

２．チャリティ(４回)         48,200 

３．事務局からの補助         100,000 

４．雑収入            8,000 

５．前期からの繰越し         149,053 

１．賞品代 (４回 )             152,055 

２．記念品代（150 回記念大会）  155,520 

３．パーティー代（ 4 回 )      274,126 

４． 会報誌発行代 ( 2 回 )      167,632 

５．早大への寄付              150,000 

６．雑費（事務用品・通信費等） 68,121 

7． 次期への繰越し             41,799             

合     計            1,009,253 合   計        1,009,253 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

★ 平成２7年度前半 ( 3 ～ 6 月度 ) 月例会予定表 ★ 

※今年前半の競技日程は上記のとおり決定しております。 

会員各位は日程をご確認いただきスケジュール表への記入などをお願いします。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 
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月度 ( 通算回数 ) 期 日 (曜日) 開 催 コ  ー  ス 担当幹事 

3 月度 (１５３回) 3 月２4 日 (火) 日本カントリークラブ 大堀 博之 

4 月度 (１５４回) 4 月２１日 (火) 越生ゴルフクラブ 蔵本 武紀 

5 月度 (１５５回) 5 月 1５日 (金) 高坂カントリークラブ 栗原 英明 

6 月度 (１５６回) ６月  ４日 (木) 武蔵 OGM ゴルフクラブ 高崎 龍介 

２０年間ゴルフ部長を務められた中島さんが８０歳を迎えられるのを機に退任されるこ

とになりました。ゴルフ部が発足したのが２０年前と聞きますから、ゴルフ部の歴史は中

島さんの第二の人生の歴史と重なると言っていいでしょう▼その中島さんの口癖は「広報

が重要」というものでした。特に当誌への思い入れときめ細かな心配りには広報を生業に

してきた編集子も舌を巻くほどでした。同時に中島さんの細心さと献身があったからこそ

今のゴルフ部があるのだと痛感させられました▼ただ中島さんの幹事会での退任挨拶の

最後の言葉は「これからは口は出さないが顔は出します」という淡々としたものでした。

練稲初のエージシュート達成の日が今から待ち遠しく思われます（越智記） 

編集後記 


